
 背景・目的　

　生物の進化を解明する上で、最も初期のものが持つ形質は
非常に重要である。北海道に広く分布する蝦夷層群は、木本
双子葉類の材形質の初期進化を解明する上で極めて重要な
白亜紀中期～後期の木材化石を連続した層準で産出する。こ
のような産地は世界的にも稀であるため、本研究はその利点を
生かし、双子葉類の材形質の初期進化の解明を目指すもので
ある。また、初期の木本双子葉類の分類群の多様性を明らか
にしていくものでもある。
　一般に受け入れられている材進化の理論は、分子学的な
研究の結果と必ずしも一致していないため、「進化の唯一の直
接的な証拠」である化石記録を用いて検証する必要がある。

 内容・方法　

　夕張市内の蝦夷層群の分布域で、石灰質ノジュール中に
保存された木材化石の採集を行った。蝦夷層群は海成層であ
り、木材化石が破片となってしまっていることも多いが、木材組
織の保存状態が良好であり、観察に適している。また、アンモナ
イト・イノセラムス等の海生軟体動物化石と共産することがしば
しばあり、露頭からではなく転石として採集した標本であっても
層準を詳細に決定できる場合がある。採集した木材化石標本
は、岩石カッターを用いて、横断面・放射断面・接線断面の3断
面に切断し、粉末研磨剤（#150、#400、#800）で研磨を行った。
木材化石は炭酸カルシウムで置換されているため、顕微鏡観
察用のプレパラートは、濃度約2%の塩酸を用いたピール法によ
り作成した。その際、化石の切片を剥がし取るための有機溶剤
にはアセトンを、アセチル・セルロースフィルムにはBioden R.F.A.
（0.034mm×10cm×12cm）を使用した。また、プレパラートの封
入には、キシレンおよびBioleitを用いた。作成したプレパラートを
光学顕微鏡で観察し、既存のプレパラートととの比較・検討を
行った。

 結果・成果　

　採集された85点の木材化石標本の顕微鏡観察を行った結
果、そのうちの28点が双子葉類であった。それらの中には、これ
までに記載された分類群に当てはまらないもの、また、産出層準
をより古い年代までさかのぼったものなどが含まれていた。
　双子葉類の木材化石の属としては世界で最古のものの1つ
であるIcacinoxylon（形態属）には、階段穿孔のみを有する単
独の道管・豊富な独立柔組織大型で異形の放射組織、多数
の単列放射組織などの、非常に原始的とされる形質が認めら
れ、進化理論の直接的な証拠として重要な分類群である。これ
まで蝦夷層群からは、Icacinoxylonが2種記載されていたが、

本研究により、さらに1種の存在が認められた。白亜紀の
Icacinoxylonは、海外では北米の2種が報告されているのみな
ので、この属が白亜紀中期～後期の東アジアにおいて最も多
様化し、優勢だった可能性が考えられる。蝦夷層群産の双子
葉類の木材化石標本の70％以上がIcacinoxylonであることも、
そのことを裏付けている。
　また、これまでに国内のAlbian（世界最古の双子葉類の産
出層準）から双子葉類が産出したのは、三笠市奔別で採集さ
れた2標本のみであったが、本研究により夕張からも、三笠と同
一の種であるIcacinoxylon kokubuniiを1点採集することがで
きた。この種が東アジアで最も早く出現した木本双子葉類であ
るという説を支持するデータとなった。
　Icacinoxylon以外にも、モクレン科のMagnoliaceoxylonとマ
ンサク科のHamamelidoxylonで新種である可能性のある標
本が認められた。この2属は、科のレベルで現生分類群に当て
はまる属としては最も早期に出現しているものであり、さらに
Hamamelidoxylonは成長輪が認められる最古の双子葉類と
いうことでも重要である。共に蝦夷層群からはこれまで1種ずつ
しか知られていなかったため、初期の多様性が増したことは、双
子葉類の進化を解明する上で重要な情報となった。また、本研
究の調査地域の中では最も上位の層準となるCampanianから
は、蝦夷層群より報告されているいずれの属にも当てはまらない
標本が産出しており、属のレベルでの多様性も増したことになる。
　蝦夷層群より産出する双子葉類のほぼ全てが、横断面で道
管が均等に分布する散孔材であり、これまでの研究では、
Santonianより産出したクスノキ科のUlminium kokubuniiの1
点にのみ「半環孔材」という形質が認められていた。また、その
標本がこの形質の最古の記録となっていた。本研究では、同じ
くUlminium kokubuniiの半環孔材の標本が、Santonianより
下位のConiacianより認められており、この形質の出現時期が
僅かに早まったこととなる。また、Campanianから採集された新
属であると見なされる標本には、さらに明瞭な環孔性が認めら
れるため環孔材である可能性が考えられるが、標本が非常に
小型であり、複数年に渡る肥大成長を観察できないため、環孔
材と断定することはできない。しかしながら、環孔材は存在しな
いと考えられてきた蝦夷層群の年代に、明瞭な環孔性を示す
材を持つ双子葉類が生育していたことを証明できたことは、白
亜紀における双子葉類の材形質の初期進化を解明する上で、
貴重なデータをもたらしたことになる。

 今後の展望　

　これまで10属14種の存在が明らかとなっていた蝦夷層群産
の双子葉類の木材化石フロラであるが、本研究により更に4種
と1属が存在する可能性が強く示唆された。今後調査を継続し
標本を収集していくことによって、更にフロラの多様性や現生分
類群の出現時期が明らかとなることが期待される。
　材形質では、「高度に派生的」と見なされてきた環孔材など
も、かなり早い時期に出現していたことが証明される可能性が
ある。また、初期の双子葉類と針葉樹の成長輪の形成の違い
についても、更にデータを収集することにより、その理由が明ら
かになっていくものと考えている。
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